
令和３年度輸送の安全に関する公表 

 

島田観光バス株式会社は、輸送の安全の確保が最も重要であることを自覚し、絶えず

輸送の安全性の向上に最善を尽くしてまいります。安全に対する問題意識を常に抱きな

がら業務を遂行し、お客様の安全・安心・快適な移動手段を提供すべく、旅客輸送に努めて

まいります。 

 

             《安 全 方 針》 

１．私達は、ルールに従い安全運転を行います。 

２．私達は、全てにおいて安全を最優先します。 

３．私達は、安全の維持・向上に努めます。 

４．私達は、安全運転を通じ最高のサービスを提供します。 

 

 

１． 輸送の安全に関する目標及び当該目標の達成状況 

① 人身事故 今年度目標０件 今年度実績  ０件 ２年度実績  ０件 

② 物損事故 今年度目標０件 今年度実績  ０件 ２年度実績  ０件 

③ 社内事故 今年度目標０件 今年度実績  ０件 ２年度実績  ０件 

④ デジタルタコグラフの装着 今年度実績１００％ ２年度実績１００％ 

⑤ ドライブレコーダーの装着 今年度実績１００％ ２年度実績１００％ 

⑥ 同上（車内）       今年度実績１００％ ２年度実績  ０％ 

⑦ 衝突軽減ブレーキ装着車  今年度実績 ３３％ ２年度実績 ３３％ 

 

 

２． 自動車事故報告規則第２条に規定する事故に関する統計 

重大事故           今年度実績  ０件 ２年度実績  ０件 

 

 

上記、統計にかかる表示は令和３年年４月１日現在のものです。 

 

                              

 

 

 



バス事故の再発防止策 

 

 

 

 



事故防止対策委員会 

交通事故撲滅のため代表取締役を中心に乗務員・事務員から選任された委員等にて、運転

事故に関する調査研究を行い、事故の未然防止に努めることを目的に年 2回開催いたしま

す 

＜目的＞ 

・議論を通じ、自動車運送事業者（バス事業者）の使命は輸送の安全確保が絶対的な条件 

であり、社会的な責務であることを１人一人が認識すること。 

・更なる安全管理体制の向上や安全風土を構築するための、再発事故防止に必要な見直 

し・改善を行うこと 

・ヒヤリハットおよび危険運転事例について、ドライブレコーダーを活用し、経営トップ

をはじめ従業員全員が情報共有を図り、運転士への安全運行の指導に活かすこと 

 

実 施 日 2019年 4月 12日 ・ 10月 15日 

2020年 4月 15日 ・ 10月 16日 

   場  所 本   社 

   参 加 者 代表取締役 島田 幸夫 運転手代表  

事務員代表 

なお、各委員会について必要がある場合には、随時開催いたします。 

内部監査 計画 

＜目的＞ 

安全管理体制の構築および安全における取り組みを確認し、課題や優先事項を洗い出すこ

と。代表取締役社長および安全統括管理者による安全管理体制への主体的関与および継続

的改善に対する、状況確認。 

本  社・・・年一回実施いたします 

監 査 員・・・代表取締役社長・従業員代表１名 

監査項目 

1. 関係法令や安全管理規程等への適合性 

2. 重点施策等の実施状況および有効性 

3. 各種委員会議事録等の作成および維持 

4. 前年度指摘事項に対する改善状況 



非常口開閉点検 

1.  

2.  

3.  

4.  

5.  

6.  

7.  

8.  

9.  

令和２年１月 

車庫にて消火訓練及び取扱いの研修 

10.  

11.  

12.  

13.  

14.  

15.  

16.  

17.  

18.  

令和２年１月 

ドライブレコーダー視聴による運転教育 

 

島田観光バス株式会社 


